
集合（当会研修室）ならびにリモート

開催期間 2021年 １月～３月 計３会合／15：00～17：00
開催方法

参加対象 製造業の需給調整部門を統括・管理するマネージャークラスの方
※需要予測オペレーション診断（簡易版）を第1回会合にて実施させて頂きます。

ファシリテーター アドバイザー

製造業において商品別の需要（売上）を予測し、生産や調達、物流といったサプライ
チェーンを動かすトリガーとなる需要予測の精度は、様々な業界で課題に挙げられてい

ます。日本でもS&OP（Sales and Operations Planning）という、販売計画と生産オペレーション
のギャップに対してマネジメント層が定期的に意思決定をするしくみの導入が注目を浴びていますが、
うまく運用できている企業は極めて少ない状況です。本研究会では、S&OPを効果的に推進するため、
起点となる需要予測の精度を向上させる「6つの軸」*をフレームワークに、参加企業各社の現状を把
握したうえで、先進的な事例発表や直近の課題の共有および示唆の提供、人的ネットワークの形成を
支援いたします。

活動概要

現状の把握 他社との比較 進むべき方向性・目標を設定

需要予測
成熟度診断
の実施

診断結果の
活用と比較

ケーススタディ
×

ディスカッション
「弱み」
発見と解決

「強み」
発見と強化

「6つの軸」*とは、①予測用データ②予測モデル
③予測システム④予測マネジメント⑤予測チーム
⑥予測スキルで構成され、会員の皆様には自社が
どのレベルにいるのかを自己診断して頂き、参加
企業平均やBest in classとの比較から、自社が取
り組むべき需要予測課題の方向性を掴んで頂きま
す。

需要予測課題への取り組み方

⑥予測スキル

①予測用データの整備

②予測モデル ③予測システム

④予測マネジメント ⑤予測チーム
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公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は、当協会のプライバシーポリシー(https://www1.logistics.or.jp/privacy.html)をご覧ください。
なお、ご記入いただきましたお客様の個人情報は、本セミナーに関する確認・連絡・受講者名簿の作成および当協会主催の関連催し物のご案内をお送りする際に利用させていただきます。
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参 加 申 込 要 領

お申込/お問合せ先
公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会 ＪＩＬＳ総合研究所

〒105-0022 東京都港区海岸1-15-1 ｽｽﾞｴﾍﾞｲﾃﾞｨｱﾑ3F TEL 03-3436-3191  FAX 03-3436-3190

お申込方法

日本ロジスティクス
システム協会会員 45,000円 (消費税別) ／1名

上記会員外 90,000円(消費税別) ／1名

参加料/参加定員

定 員：30名
※定員になり次第締め切らせていただきます。最少催行人数：10名

キャンセル規定

●WEBまたはFAXで受け付けています。
WEBの場合
ト ッ プ →  研 究 会 ・ 見 学 会 →  登 録 制 研 究 会
当協会ホームページの本プログラムのページよりお申し込みください。
※当協会のホームページは https://www1.logistics.or.jpまたは「JILS」で
検索してください。

FAXの場合
下記の申込用紙に必要事項を明記のうえ、FAXにて事務局までお申し
込みください。

会期と日程

参加料支払い方法

●請求書は原則として合計金額を参加者の最上段(氏名1)の方にお送り
いたします。それ以外をご希望の方は、協会への連絡事項欄にご指
示ください。

●請求書が届き次第、指定の銀行口座にお振込みください。
●お支払いは、原則として開催前日までにお願いいたします。

(開催後になる場合は参加申込書の支払予定日欄に明記してください)
●振込手数料は、お客様にてご負担願います。

●お申込後のキャンセルは、ご容赦ください。代理の方のご派遣をお願いいたします。

なお、代理の方の出席も不可能な場合は、下記の規定によりキャンセル料を申し受け

ますので予めご了承ください。

※キャンセルは、ＦＡＸでのご連絡のみ、申し受けます。

第1回会合開催７日前～前々 日
（開催日を含まず起算）

参加料（消費税を除く）の３０％

第1回会合開催前日及び当日 参加料（原則として消費税を除く）の全額

東京都出身。東京工業大学生命理工学部卒業。同大学大学院社会理工学研究科
修了（認知科学）。同イノベーションマネジメント研究科ストラテジックSCM
コース修了。2020年3月早稲田大学大学院経営管理研究科修了。
化粧品販売会社でロジスティクス実務を経験後、2010年からは化粧品メーカー
で需要予測を担当し、現在は機械学習を使った需要予測モデルを開発中。2019
年から業界を越えた需要予測アドバイザーを兼務。
2016年インバウンド需要予測の手法が秘匿発明に認定される(株式会社資生堂)。
学会や企業、大学等で需要予測に関する講演を多数実施。著書に『需要予測の
基本』（日本実業出版社）や『品切れ、過剰在庫を防ぐ技術』(光文社新書)が
ある。JILS「SCMとマーケティングを結ぶ！需要予測の基本」講座講師。

山口 雄大 氏

やまぐち ゆうだい

ファシリテーター

Ｓ&ＯＰを効果的に推進する「需要予測研究会」参加登録申込書 03-3436-3191申込FAX

個人情報のお取り扱いについて

参

加

者

会社
事業所名

□ JILS会員
□ 会員外

参加料のお支払いが開催後になる場合は明記ください。
支払予定日 月 日 予定

ﾌﾘｶﾞﾅ
所属・役職

氏名1

所在地

〒 ー

TEL FAX

E-mail

ﾌﾘｶﾞﾅ

所属・役職
氏名2

所在地

〒 ー

TEL FAX

E-mail

協 会 へ の 連 絡 事 項 受付日 請求日 請求書No

会期：2021年1月～3月
３会合／15：00～17：00

第1回：1/20(水)
第2回：2/19(金)
第3回：3/23(火)


